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施工店様、または建築会社様に
修理を依頼してください。

施工店様、または建築会社様に
修理を依頼してください。

施工店様、または建築会社様に
修理を依頼してください。

施工店様、または建築会社様に
修理を依頼してください。

施工店様、または建築会社様に
修理を依頼してください。

施工店様、または建築会社様に
修理を依頼してください。

施工店様、または建築会社様に
修理を依頼してください。

施工店様、または建築会社様に
修理を依頼してください。
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風の強いときは閉鎖用ハンドルを回して、
窓を閉めて下さい。窓を閉めないと風の力
で障子が急に開閉しその衝撃で、破損や落
下が起こり、思わぬけがや事故につながる
おそれがあります。

53
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施工店様、または建築会社様に
修理を依頼してください。

施工店様、または建築会社様に
修理を依頼してください。

施工店様、または建築会社様に
修理を依頼してください。

施工店様、または建築会社様に
修理を依頼してください。

施工店様、または建築会社様に
修理を依頼してください。



網戸が傾き、網戸とサッシ枠との間にすき間が生じる
場合は、下部両サイドの戸車を調整してください。

55

【引違い網戸】【シングルスライド網戸】（住宅用）

モヘヤ



p7

引違い網戸の使用について

引違い網戸・シングルスライド網戸のお手入れ

　引違いの網戸の推奨使用側は内障子側になります。
外障子側でもお使いいただけますが、網戸のついている防虫モヘアと障子が干渉してしまうため、障子を開け
る際に網戸が正規の位置よりずれる可能性がございます。また、障子に傷がつくおそれがあります。

56



【引違い網戸】（ビル用）

57

モヘヤ



●網戸を開閉した後は、表示ラベルに従っ
てロック部品を必ずかけてください。正し
くかかっていないと、突風や強風により網
戸が落下するおそれがあり、人身事故や物
損事故につながるおそれがあります。

●サッシ縦枠から網戸が離れた状態で、操
作つまみを下にスライドしないでくださ
い。その状態で網戸を閉めると、ロック部
品が破損するおそれがあります。

●本部品はロックをすることで、強風時に網戸が
動いてしまうことを防止するものであり、人の転
落を防止するものではありません。

58

網戸自走防止ロック部品

●高強度型開口限度ストッパーの操作方法（ビル用オプション品）

操作方法

●ロックを施錠する
①網戸を確実にサッシ縦枠に押し当ててください。
②操作つまみを上にスライドさせ、網戸をロック
してください。

レッド表示されている場合はロック状態です。

●ロックを解錠する
①操作つまみを下にスライドさせ、網戸ロックを
解除してください。

操作つまみが下にスライドしにくい場合は、網戸
をサッシ縦枠に押し当ててから操作してください。

グリーン表示されている場合は、解錠状態です。

レッド表示は、
ロック状態です。

グリーン表示は、
解錠状態です。

上にスライド

下にスライド

操作つまみ

サッシ縦枠

網戸



施工店様、または建築会社様に
修理を依頼してください。

施工店様、または建築会社様に
修理を依頼してください。

施工店様、または建築会社様に
修理を依頼してください。

【引違い網戸】【シングルスライド網戸】

網戸のモヘヤの当たりが強すぎる。

網戸のモヘヤが経年劣化により、
ねじれ、傷み、亀裂、ちぎれが生じている。

59
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7

【高所用換気窓用網戸】

高所用換気窓用網戸のお手入れ

②網戸を持ち上げ取り外してください。

網戸固定部品
　（4カ所）

網戸の取りはずし・取付けの際は、網戸を落下させないよう
十分注意してください。また脚立などを使用する場合は、転
落しないよう注意してください。人身事故や物損事故につな
がるおそれがあります。

お手入れなどのために網戸をはずした後、再びサッ
シ枠に取り付けたときは、網戸が網戸固定部品で４
箇所固定されていることを確認してください。

上記

お手入れ方法
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7

【ドレーキップ網戸】

61

●風の強い時は網戸を閉めて、必ずストッパーを確実
にかけて下さい。ストッパーをかけないと網戸が急激
な開閉で衝撃を受け、破損・落下が起こり、思わぬケガ
や事故につながる恐れがあります。

●ドレーキップ網戸の開閉の際、身をのり出す姿勢に
なり危険を伴うため、開閉には注意して下さい。特にお
子様だけで、網戸開閉をなさいませんようにご注意願
います。

●網戸の開け方
サッシ障子を内開き状態にして、網戸戸先側にあるス
トッパーを上に持ち上げながら外に押し出します。

●網戸の閉め方
ストッパーを上方に持ち上げながら手前に引き、ス
トッパーとストッパー受けをあわせてから、ストッ
パーを下に下ろしてください。　最後に網戸を内外に
動かして、ストッパーが確実にかかっていることを確
認してください。

写真はYDB型



網戸の種類

YDB型　網戸の調整方法

62

ストッパー受け取付ねじ

①ストッパー受け取付ねじを2本ともゆるめてください。
②ストッパー受けを左右調整して、ストッパーのかかりを調整してください。
③ストッパー受け取付ねじを2本とも締めてください。

YDB型 YDE型

45度トメ組み 縦勝ち組み

※YDE型は、Ｐ65をご参照ください。
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【ドレーキップ網戸】
YDB型　網戸のはずし方

戸先側たて枠のストッパー受けは、取り付ねじをはずしてから取りはずしてください。
取付ねじは元の穴に再度ねじ止めしてください。
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YDB型　網戸の取付け方
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ストッパー ストッパー受け

落とし部品

ストッパー

ストッパー受け

【ドレーキップ網戸】
YDE型　網戸の開け方・閉め方

●風の強い時は網戸を閉めて、必ずストッ
パーを確実にかけて下さい。ストッパーを
かけないと網戸が急激な開閉で衝撃を受
け、破損・落下が起こり、思わぬケガや事
故につながるおそれがあります。
●ドレーキップ網戸の開閉の際、身をのり
出す姿勢になり危険を伴うため、開閉には
注意して下さい。特にお子様だけで、網戸
開閉をなさいませんようにご注意願いま
す。

●網戸の開け方
サッシ障子を内開き状態にして、網戸戸先
側にあるストッパーを上に持ち上げながら
外に押し出します。

●網戸の閉め方
ストッパーを上方に持ち上げながら手前に
引き、ストッパーとストッパー受けをあわ
せてから、ストッパーを下に下ろしてくだ
さい。最後に網戸を内外に動かして、ストッ
パーが確実にかかっていることを確認して
ください。
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網戸を開放した状態で、網戸本体を上に持ち上げ、丁番受けから網戸を外してください。
網戸外れ止めのねじを外し、網戸外れ止めを取り外してください。

網戸をはめる場合は、逆手順で行ってください。

網戸はずれ止め
丁番受け（上部）

網戸を持ち上げる

丁番受け（下部）

網戸を持ち上げる
丁番受け

●風の強い日は作業はしないでください。
風にあおられて落下する危険があります。
また、取り外しした部品、ねじを落下させないよう注意してください。
落下等によりケガや事故につながるおそれがあります。

YDE型　網戸のはずし方



【ドレーキップ網戸】

施工店様、または建築会社様に
修理を依頼してください。

施工店様、または建築会社様に
修理を依頼してください。

施工店様、または建築会社様に
修理を依頼してください。

施工店様、または建築会社様に
修理を依頼してください。

モヘヤとの間にすき間がある。
の

網戸のモヘヤが経年変化により、
ねじれ、縮み、亀裂、ちぎれが生じている。
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の

7

①網戸上部のはずれ止めの調整ねじ
　を左へまわし、ゆるめます。
②はずれ止めを下げます。
③網戸を持ち上げ、外側へ持ち出し
　てはずします。

●網戸の取りはずし・取付けの際は、網戸を落下させないよ
　う十分注意してください。人身事故や物損事故につながる
　おそれがあります。
●網戸のはずれ止めが正しくかかっていないと、網戸がサッ
　シ枠から外れて落下し、人身事故や物損事故につながるお
　それがあります。

上記

お手入れ方法
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把手を持って、受枠にゆっくり引いてください。
※両引きは、中央に向かって、ゆっくり引いてください。

ロックされるまで、把手の矢印部分を押してください。
把手を持って、ボックス側たて枠方向にゆっくり押してください。
※タイプにより、把手を押すと自動で網戸が収納するものがあります。

●ボックスカバーを開くと、ネット本体が取りは
ずし可能な機構となっています。落下のおそれが
ありますので、開いたまま手を離した状態で放置
しないでください。

●網戸の開き方

●網戸の閉じ方
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スライドバーの手掛け部に指をかけて網戸をスライドさせて閉めます。

スライドバーの手掛け部に指をかけて網戸をスライドさせて開きます。

本製品は、製造時にネットの収納速度調整を行っておりますが、網戸取付後でも
ネット収納速度の調整ができますので必要に応じて下記の要領で調整してください。
（網戸を自動収納させるものではありません。操作のアシストとお考えください）

カバーを開くと、中のネットが取り外し可能な機構となっています。
ネット落下の恐れがありますので、カバーを開いたまま手を離した状態で
放置しないでください。

【バリアフリー横引き網戸】（片引き）

巻取り速度調整部

ケースカバー

スライドバー

（1）ボックスカバーを左図のように開きます。

（2）左図のように巻取り速度調整部が見える位置までネットを引き出します。
（3）マイナスドライバーを使って、調整部を矢印の方向に2～3回転させて調整を行います。
（15回以上回すとスプリングが破損する場合があります。）

マグネット受板

下レール

受枠

●網戸の開き方

●網戸の閉じ方
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●網戸の開き方

●網戸の閉じ方

網戸が下りない。 強風により、一時的に途中で停止して
いる。

ボトムバーがレールを通るときに引っ
掛かっている。

特に故障ではないため、風が止むの
を待って操作してください。
室内ドアや他の窓を閉めて風の通り
を遮るなどの対処をしてください。ま
たは補助的にボールチェーンを操作
してロックを解除しながらボトムバー
を手で下げてください。

引っ掛かりがあるレール部分を確認
し、ネットが通っている隙間にシリコ
ンスプレーを吹付けください。

網戸がスムーズに開閉しない。

【縦ロール網戸(ループレス仕様)】

●お子様を操作コード（ボールチェーン）で遊ばせないでください。
●網戸に寄りかかったり、押したりしないでください。網が破損したり、網戸が落下
　したりするなど、思わぬ事故につながるおそれがあります。

●開閉操作中は引手・ボールチェーンから手を離さないでください。またボトムバーを持って網戸を引っ
　張らないでください。
●操作コードを結んだり絡まるような固定はしないでください。開閉に支障が出るおそれがあります。

●網戸全開時、ボールチェーンのボールピッチにより引き残りが発生する場合があります。これは商品の
特性上、ゆっくりと開閉操作を行うことで軽減されます。引き残り量は個体差や使い方によって変わり、引
き残りは開閉ごとに起こります。

引手を手前に引き、操作コード（ボールチェーン）を
ストッパーからはずし、
手で持ったまま自重でボトムバーをゆっくり降ろ
します。

引手を手前に引き、操作コード（ボールチェーン）を
ゆっくり引っ張り、 
ボトムバーを上げ、操作コード（ボールチェーン）を
ストッパーに引っ掛けます。
※ボールチェーンを引手の溝にはめて仮固定し、操
作コードを短くすることができます。

引き残りの調整方法
①引手を手前に引き、ボールチェーンをストッパーから外す
②引手を持ったままゆっくり操作し、ボトムバーを自重で下げる
③引手をゆっくり操作して手前に引き、ボトムバーを上げる
④引手を軽く引き、引き残りがなくなる位置でボールチェーンをストッパーに引っ掛ける

調整方法

ボトムバー
たて枠

ケース
ネット

引手

操作コード（ボールチェーン）
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把手を持って、受枠にゆっくり引いてください。

ロックされるまで、把手の矢印部分を押してください。
把手を持って、収納側上枠方向にゆっくり押してください。
※タイプにより、把手を押すと自動で網戸が閉じるものがあります。

●ボックスカバーを開くと、ネット本体が取りは
ずし可能な機構となっています。落下のおそれが
ありますので、開いたまま手を離した状態で放置
しないでください。

●網戸の開き方

●網戸の閉じ方
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【網戸共通】　お手入れ

■日頃のお手入れ方法
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69・72

施工店様、または建築会社様に
修理を依頼してください。
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ガラスが破損した場合は、施工店様または建築会社様へお問合せ頂くか最寄
りの当社支店・営業所へお申し出下さい。
①安全を確保する為に、割れ落ちた破片でケガをされないよう十分注意をお
願いします。
②窓の枠に残っているガラスは、開閉をすると落ちる可能性がありますので、
養生用幅広テープ等で割れた部位に貼り付けし補強してください。
③ガラスが完全に穴があいた様に割れ落ちた場合は、ダンボール等で穴を塞
ぎ、まわりをテ―プで貼り付けます。
いずれもケガには十分注意していただきますようお願いします。

■ガラスが割れてしまった



長時間にわたり内外障子を重ね合わせない
日差しの当たる引違い窓等を長時間にわたり開け放つ場合は､
内外の障子が完全に重なり合わないようにずらしてご使用ください。

76

ベッド
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●製品ラベルの確認
　ラベルには、サッシ寸法やガラス寸法等の情報が印字されています。

・ラベル仕様：透明のラベルに金色文字　・サイズ：W=140㎜、Ｈ=20㎜
・ラベルの貼付位置は、室内側よりみてサッシフレーム右下部に貼付しています。

・ラベル仕様：銀色下地に黒色文字　　・サイズ：W=80㎜、Ｈ=17㎜
・ラベルの貼付位置は、室内側からみてサッシフレーム右上部に貼付しています。
・ＱＲコードを読み込むと、サッシ、ガラス寸法等の情報が表示されます。

色について
商品の色について
●濃い色については熱を吸収しやすい傾向があり、熱反りが発生する場合があります。

●特にルーセントシルバー色のメタリックな色調は、光の反射具合等により、異なって見えること
があります。
　また、製造工程上、白いスジが発生することがあります。

●樹脂とアルミやスチール等は、材質の違いにより同じ商品色でもわずかに色味が異なります。
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商品保証について

当社の商品に関し、ここに記載の保証期間、保証内容の範囲において無料修理を行うことをお約束するものです。保証期間中
店売販はたま様店務工、様社会築建の扱取お、はに合場たし生発が ）すまいいと」合具不「、下以（ 合具不のどな傷損、障故に

様に修理をご依頼ください。

建築会社様よりの引き渡し日（注1、注2）から2年間。ただし、商品からの雨水浸入については10年間。
（注1）改修工事の場合は、改修部分の工事完了の日とします。
（注2）分譲住宅（建売住宅）・分譲マンションの場合は、建築主様への引き渡しの日とします。

■保証期間

取扱説明書、本体ラベルまたはその他の注意書きに基づく適正なご使用状態で、保証期間内に不具合が発生した場合には、
下記に例示する免責事項を除き無料修理いたします。
なお、強風雨時に、サッシ下枠に雨水がたまることがありますが、これは商品上の特性であり不具合ではありません。不具
合といえる雨水浸入は、サッシ下枠を越えて室内に雨水が流れ出たり、あふれ出たりすることです。

気密材（ガラス押えビード、戸当たり気密材、モヘア）、風止板、虫止板、外れ止め、ストッパー、振れ止め、調整器、チリ調整具、
補助錠、引手、締りハンドル、補助ロック、開放制限ストッパー、アシストハンドル、戸車、サムターン、水抜きキャップ、網戸
の網、網押さえなどの合成樹脂製部品

※保証期間経過後の修理、交換などは有料といたします。
※この「商品保証について」は、お客様の法律上の権利を制限するものではありませんので、保証内容についてご不明の場合
は、最寄りの当社支店・営業所にお問い合わせください。

■保証期間

保証期間内でも、次の様な場合には有料修理となります。
①当社の手配によらない第三者の加工、組み立て、施工、管理、メンテナンスなどに起因する不具合（例えば、海砂や急結材
を使用したモルタルによる腐食。食器用中性洗剤以外のクリーニング剤を使用したことによる変色や腐食。工事中の養
生不良に起因する変色、腐食など）

②表示された商品の性能を超えた性能を必要とする場所に取り付けられた場合の不具合
③建築躯体の変形など商品以外の不具合に起因する商品の不具合
④商品または部品の経年変化（使用に伴う消耗、摩耗など）や経年劣化（樹脂部分の変質、変色など）またはこれらに伴うさ
び、かびまたはその他の不具合

⑤商品周辺の自然環境、住環境などに起因する結露、腐食またはその他の不具合（例えば、塩害による腐食。大気中の砂塵、
煤煙、各種金属粉、亜硫酸ガス、アンモニア、車の排気ガスなどが付着して起きる腐食。異常な高温・低温・多湿による不
具合など）

⑥天災、その他の不可抗力（例えば、暴風、豪雨、高潮、地震、落雷、洪水、地盤沈下、火災、津波など）による不具合またはこれ
らによって商品の性能を超える事態が発生した場合の不具合

⑦実用化されている技術では予測することが不可能な現象またはこれが原因で生じた不具合
⑧犬、猫、鳥、鼠などの動物に起因する不具合・虫害
⑨引き渡し後の操作誤り、調整不備または適切な維持管理を行わなかったことによる不具合
⑩お客様自身の組み立て、取付け、修理、改造（必要部品の取りはずしを含む）に起因する不具合
⑪本来の使用目的以外の用途に使用された場合の不具合または使用目的と異なる使用方法による場合の不具合
⑫犯罪などの不法な行為に起因する破損や不具合
⑬強風時の飛来物、または人為的な飛来物による損傷または不具合
⑭標高1,000m以上に使用し、事前に打ち合わせが行われなかった場合
⑮複層ガラスにマークが打刻されていない場合
⑯熱割れや、強化ガラス（耐熱強化ガラス含む）の自然破損
⑰樹脂に影響を与える有機溶剤などの接触で生じた不具合（例えば、ソルベントクラック、薬品割れや剥離など）

■免責事項

・商品の機能を維持するために必要な補修用部品の最低保有期間は、当社における商品販売終了後10年間です。ただし、
商品販売終了後10年間に満たない場合でも補修用部品の供給が難しい場合は、代替の商品をご提供させていただくこ
ともありますのでご了承ください。

・補修用部品には、商品の機能維持には問題のない範囲で色やデザインが異なる部品も含まれます。
※機器等の専用の取扱説明書のあるものについては除きます。各々の取扱説明書をご確認ください。

■補修用部品の保有期間について

※次のような消耗部品は有料となります。
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